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◆ 事前相談から開設までの流れ ◆ 

※開店日については、余裕をもって開設届出をしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）検査日と開設日について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

 

検査日  開設日 

○１５日（月） → １７日（水） 

 

土 日 をはさむ場合 

□２６日（金） → ３０日（火） 

 

祝 日 をはさむ場合 

◇ ５日（金） → １０日（水） 

クリーニング所には、作業場や消毒設備等の構造設備基準

（３ページ）がありますので、工事を着工する前に、設計図

面を持参の上ご相談ください。 

開設日の１０日前までに必要書類（６ページ）を揃えて生活

環境課窓口へ申請してください。併せて確認検査に訪問する

日時を調整します。 

生活環境課職員が施設完成の確認検査を行います。不適事項

については改善後再検査を受けることになります。 

※施設が完成していない場合や設備が整っていない場合に

は開設できません。 

構造設備基準に適合していることを確認後、確認済証を交付

します。 

開業後、確認済証をお客様から見える位置へ掲示してくださ

い。 
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◆ 構造設備基準（一般）◆ 
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項目 構造設備基準 

①洗い場 

１．洗濯場の床は、コンクリート、タイル等の不浸透性材料を使用し、

適当な勾配と排水口を設ける。 

２．側壁は床から１ｍくらいまで不浸透性材料を使用する。 

②格納設備 

１．未洗濯物と洗濯済み、仕上げ済みを明確に区分した格納容器を適当

数揃える（運搬容器も同じ区分）。 

２．厚生労働省施行規則第１条で指定する洗濯物を取り扱う場合、他の

洗濯物と区分する。 

③業務用機械 

１．業務用の機械として、洗濯機及び脱水機をそれぞれ少なくとも１台

は備える（脱水機能を有する洗濯機の場合は脱水機を備えなくてもよ

い）。 

④採光・照明・

換気 

１． 所内は十分な採光・照明・換気を確保する（300 ルクス以上が望

ましい）。 

⑤ドライ設備 

（テトラクロル

エチレンを使用

する場合） 

１．溶剤の貯蔵場所はコンクリート、タイル等の不浸透性材料、直射日

光及び雨水防止構造とする。必要な場合には、施設・場所の周囲に溶

剤が広がらないように防液堤、側溝、ためます等を設置すること。 

２．貯蔵タンクは密閉できる耐溶剤性の金属製又は合成樹脂性容器を使

用する。 

３．廃液処理装置を設置する。 

４．溶剤蒸気の排出抑制できる構造・装置を設置する。 

５．局所排気装置などの換気設備を適正な位置に設ける。 

６．蒸留残渣物などは、上記に準じた保管場所・容器に収納する。 

⑥受け取り・引

渡し場所 

１．仕上げ品と未洗濯物が混ざらないように区分する。 

２．食品の販売又は調理等を行う営業施設その他相互に汚染のおそれの

ある営業施設と併設する場合、境界に壁・板その他適当な材料により

隔壁を設ける。 
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◆ 開設届の記載例（一般）◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

届出年月日 

開設者の住所・氏名 

※ アパート・マンションの

場合は建物の名称・部屋

番号まで 
法人の場合は本

社所在地・会社名

称・代表者（定款

の写しで確認） 

施設の名称・所在

地・電話番号 

開設予定年月日 

※２ページ参照 

取次ぎ店の有無 

指定洗濯物 

取り扱いの有無 
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◆ クリーニング業法第３条第３項第５号に規定する洗濯物とは ◆ 

【クリーニング業法】 

（営業者の衛生措置等） 

第３条 営業者は、クリーニング所以外において、営業として洗たく物の処理を行い、

又は行わせてはならない。 

 ２ 営業者は、洗たく物の洗たくをするクリーニング所に、業務用の機械として、 

洗たく機及び脱水機をそれぞれ少なくとも１台備えなければならない。ただし、 

脱水機の効用をも有する洗たく機を備える場合は、脱水機は、備えなくてもよい。 

 ３ 営業者は、前項に規定する措置のほか、次に掲げる措置を講じなければならな 

い。 

 一 クリーニング所及び業務用の車両（営業者がその業務のために使用する車両（軽 

車両を除く）をいう。以下同じ。）並びに業務用の機械及び器具を清潔に保つこと 

 二 洗たく物を洗たく又は仕上げを終わったものと終わらないものに区分しておく 

こと 

 三 洗たく物をその用途に応じ区分して処理すること 

 四 洗場については、床が、不浸透性材料（コンクリート、タイル等汚水が浸透し

ないものをいう）で築造され、これに適当なこう配と排水口が設けられているこ

と 

 

 五 伝染性の疾病の病原体による汚染のおそれのあるものとして厚生労働省令で指 

定する洗たく物を取り扱う場合においては、その洗たく物は他の洗たく物と区分 

しておき、これを洗たくするときは、その前に消毒すること。ただし、洗たくが 

消毒の効果を有する方法によってなされる場合においては、消毒しなくてもよい。 

  

六 その他都道府県が条例で定める必要な措置 

 

【クリーニング業法施行規則】 

（消毒を要する洗濯物） 

第１条 クリーニング業法（昭和２５年法律第２０７号。以下「法」という）第３条第３

項第５号に規定する厚生労働省令で定める洗たく物は、次に掲げる洗たく物で営

業者に引き渡される前に消毒されていないものとする。 

 

 一 伝染性の疾病にかかっている者が使用した物として引き渡されたもの 

 二 伝染性の疾病にかかっている者に接した者が使用した物で伝染性の疾病の病原体に 

よる汚染のおそれのあるものとして引き渡されたもの 

 三 おむつ、パンツその他これらに類するもの 

 四 手ぬぐい、タオルその他これらに類するもの 

 五 病院又は診療所において療養のために使用された寝具その他これに類するもの 

 

※該当の洗たく物を取り扱う場合、開設届出最下欄は「有」に丸をつけてください。 
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◆ 必要書類一覧 ◆ 

 

★ 開設届（用紙は市役所生活環境課窓口または横手市ホームページ） 

・ 開設者が法人の場合：定款または寄付行為の写し及び代表者資格を証する書類 

・ 開設者が他にクリーニング所を開設している場合、届出クリーニング所の一覧表

（営業している施設全ての）施設数、所在地、従業者数及びクリーニング師の氏名

を記載したもの 

 

★ 構造および設備の概要 

・ 付近見取り図 

・ 施設平面図（寸法が確認できるもの） 

 

★ 検査手数料 

・ １６，０００円 

 

 

メモ欄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ先 

横手市役所市民福祉部生活環境課環境担当 

〒013-8601 

秋田県横手市中央町 8 番 2 号 

  電 話：０１８２－３５－２１８４（直通） 

    F A X：０１８２－３３－７８３８ 

E-mail：kankyo@city.yokote.lg.jp 

 


